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基本的な考え�
人が美しく映えるまち�
　マスタープランの基本テーマは、｢人が美し
く映えるまち｣。�
　今後は、このテーマに沿って、市民が誇り
と愛着を感じられる豊かで美しい生活空間を
創造していきます。�

市民がまんなかのまちづくり�
　マスタープランの合言葉は、｢市民がまん
なかのまちづくり｣。�
　市民が中心となって地域のことを考え、
行動し、行政は市民の自主的なまちづくり
活動を支援することで、マスタープランの
実現を目指します。�

｢安心して暮らせるまち｣、｢快適に活動できるまち｣、｢楽しくくつろげるまち｣
の３つの目標を定め、すべての市民に安心と快適さと楽しさをもたらす、質の高
い都市機能と都市環境を整備します。
具体的には、次のような都市構造を目指します。

春
日
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
市
民
が
参
加
し
、
議
論
を
重
ね
な
が

ら
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
の
都
市
計
画
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿

っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①安心して暮らせるまち ②快適に活動できるまち ③楽しくくつろげるまち
市内を、東西南北の４地区（暮ら

しゾーン）に分け、市民主体のまち
づくり活動を支援しながら、それぞ
れの地区の特色を生かしたまちづく
りを行います。

通勤・通学や、買い物、文化活動
などの機能を充実させ、都市のにぎ
わいや交流の場を創ります。

溜
ため

池や河川、樹林地などの貴重な
自然環境を保全し、活用して、市民
に潤いとやすらぎを与え、ふるさと
の愛着と誇りを育む水と緑のくつろ
ぎの環境をつくります。

北部地区�

南部地区�

東部地区�

西部地区�

北部地区�
　狭い生活道路や未整備
の幹線道路が残る反面、新
たに中高層住宅が造られ
るなど、土地利用が複雑な
地区。�
　道路や土地利用の問題
を改善し、安全な暮らしゾ
ーンとして、修復します。�

東部地区�
　駅や公共施設、
商業施設などがあ
り、多くの市民が利
用する地域。�
　ゆとりのある暮
らしゾーンをつく
ります。�

西部地区�
　農地などの開発で、中
高層住宅や店舗が増えて
います。�
　調和のとれた土地利用
を進め、都市施設の充実
を図りながら快適な暮ら
しゾーンを誘導します。�

南部地区�
　低層住宅を中心とし
た快適な住宅地が多い
地域。�
　溜池や周辺の樹林地
などの自然環境を保全
し、潤いのある暮らしゾ
ーンとして保全します。�

JR春日駅�

諸
岡
川�

活動軸�
（幹線道路の整備）�
�鉄道の駅や公共施設、
商業施設などを結びな
がら、近隣市町に活動
圏を広げる幹線道路
網の早期完成を目指し
ます。�

公共交通の集積、交通の
円滑化、商業基盤の活発
化を図り、都市機能が充
実したまちをつくります。�

活動拠点�
（交通拠点・商業拠点）�

交通拠点�

交通拠点�

商業拠点�
　（西南部）�

商業拠点（東南部）�

商業拠点�
　（春日原駅周辺）�

福岡外環状線�

那珂川
宇美線

�

光町
大土
居線
�

現人
橋乙
金線
�

福岡筑紫野線�

長
浜
太
宰
府
線�

西鉄�
春日原駅�

JR春日駅�JR春日駅�

諸
岡
川�

JR博多南駅�

　諸岡川や溜池保全地区、
白水大池公園、春日公園を
結びながら、水と緑の豊か
なくつろぎ環境を目指しま
す。�

JR春日駅�

白水大池公園�

春日�
公園�

諸
岡
川�

諸
岡
川�

�

オア
シ

ス
ロ
ー
ド

親
水
緑
道�

くつろぎ軸�
ため�
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都
市
づ
く
り
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

大
き
く
３
つ
の
「
柱
の
計
画
」
を
定
め
、
取
り

組
み
ま
す
。

（
都
市
計
画
課
）

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
運
動

○
ま
ち
づ
く
り
条
例

○
水
と
緑
の
ト
ラ
ス
ト
運
動

○
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
ズ

○
緑
の
基
本
計
画

○
拠
点
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
活
動
軸
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
景
観
条
例

春
日
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
冊
子

が
で
き
ま
し
た
。

冊
子
は
、
都
市
計
画
課
窓
口
で
、
一
冊
１，

５
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
と
市
民
図
書

館
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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納税通知書（課税内容）の見方�

実際に納める�
のはこの金額です。�

⑥～⑫の金額は、それぞれ医療
給付費分保険税と介護納付金分
保険税の合計額を表示していま
す。�

所得200万円（年金所得）�

Ａさん（世帯主）�
68歳�
�

所得１００万円�
　　（年金所得）�

Ｂさん（配偶者）�
63歳�
�

所得２００万円�
　　（給与所得）�

Ｃさん（子）�
45歳�
�

所得なし� 所得なし�

Ｄさん（子の配偶者）�
43歳�

Ｅさん（孫）�
15歳�

Ａさん家族の所得状況（平成12年中）�

平成13年度の国民健康保険税の計算�平成13年度の国民健康保険税の計算�平成13年度の国民健康保険税の計算�
６月中旬に、各家庭（加入世帯）あてに、国民健康保険税の納税通知書をお送りしました。お手元に届きました
でしょうか。
今回は、この通知書の内容について、Ａさん一家を例に、説明します。

国保の納税義務者は世帯主と決められています。
世帯主が国保に加入していなくても、世帯内に国保の加入者がいれば、そ
の世帯主が納税義務者となり、納税通知書も世帯主に送られてきます。
これを擬制世帯主といいます。
この場合、国保税の計算に、世帯主の所得は含まれません。

国保税は世帯主が支払うの？

昨年度から介護保険制度が始まりました。これにより、40歳から64歳までの国保の加入者（介護保険の２号
被保険者）がいる世帯は、世帯主が医療給付費分(これまでの国保税)と介護納付金分を合計した額を、国保税と
して納めることになります。
Ａさんは、68歳なので、介護保険の１号被保険者(65歳以上の人)になります。Ｂさん、Ｃさん、Ｄさんは、
２号被保険者(40～64歳の人)。この条件で計算してみると、今年度の国保税は48万8,000円（このうち介護納
付金分は４万2,000円）。これを10回に分けて納めることになります。
ただし、Ａさんは１号被保険者なので、Ａさんの介護保険料は別に納めていただくことになります。
※　平成13年度の納税通知書は、６月中旬に納税義務者（世帯主）あてに郵送します。
納税通知書に同封している納付書で、お近くの指定金融機関で納めてください。

（国保年金課国保担当）
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①総所得金額とは

①総所得金額とは ②給与控除とは ③基礎控除とは

④課税総所得金額とは

⑥均等割額とは

⑦均等割減額とは
⑧年税額とは ⑨確定税額とは�

⑤所得割額とは

②給与控除額とは�

③公的年金等控除額
　とは�

④基礎控除とは ⑤課税総所得金額とは

⑥所得割額とは

⑦均等割額とは

⑧平等割額とは
⑨均等割減額、⑩平等割減額とは　
　

⑪年税額とは ⑫確定税額とは
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u避難所・避難路の確認

u家の点検(屋根や窓の雨もり、
雨どいや側溝の詰まりなど)

u家の周囲や近所の危険な場所
の確認（増水・ガケ崩れなど）

uラジオやテレビで、正確な情
報を収集する

u身軽で安全な服装に着替える
（避難できるように寝るとき
もそのままの服装で）

u高齢者、子ども、病人、障害
者を安全な場所へ避難させる

u家具などを高い所へ移す

u非常持ち出し品の準備（懐中
電灯・ラジオ・非常食・現
金・預金通帳・救急用品・飲
料水・衣類・薬など）

u停電に備える（懐中電灯・ロ
ウソク・携帯ラジオ）

u断水に備える（飲料水・ふろ
に水をためる）

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、市
役
所
や
消
防
署
だ
け
で
は
、

十
分
な
防
災
活
動
、
救
助
活
動
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
地

域
の
自
主
防
災
組
織
で
す
。

平
成
11
年
の
集
中
豪
雨
で
浸
水
被

害
の
多
か
っ
た
桜
ヶ
丘
と
日
の
出
町

の
両
地
区
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が

中
心
と
な
っ
て
、
防
災
訓
練
や
危
険

な
場
所
の
確
認
、
防
災
用
具
の
準
備

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と

は
、
と
て
も
心
強
い
も
の
で
、
ま
た

こ
の
活
動
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
作
り
に
も
役
立
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

現
在
、
市
内
の
14
の
地
区
で
、
自

主
防
災
組
織
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市

で
は
今
後
、
残
り
の
18
地
区
で
も
、

早
い
時
期
に
自
主
防
災
組
織
が
作
ら

れ
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
の
自
治
会
長
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

（
道
路
管
理
課
）

△平成11年6月29日の水害（日の出町地区）

市
内
で
も
っ
と
も
早
く
自
主
防
災

組
織
を
誕
生
さ
せ
た
桜
ヶ
丘
地
区
。

こ
こ
の
自
治
会
長
を
務
め
る
の
が
百

田
幸
之
助
さ
ん
で
す
。

昭
和
34
年
か
ら
桜
ヶ
丘
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
一
昨
年
の
集
中
豪
雨
の

怖
さ
は
か
つ
て
な
い
体
験
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
と
き
の
教
訓
が
、
自

主
防
災
組
織
を
作
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
災
害
防
止
に

対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
島
原
市
で
開
催
さ

れ
た

(

社)

全
国
防
災
協
会
の
「
災

害
復
旧
事
業
促
進
全
国
大
会
」
で
、

災
害
防
止
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
期
を
前
に
、
地
区
防
災
訓
練

の
準
備
に
忙
し
い
百
田
さ
ん
は
、

「
一
度
で
も
訓
練
に
参
加
し
て
い
れ

ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
ち
ま

す
。
頼
り
に
な
る
の
は
、
自
分
し
か

い
な
い
。
こ
れ
が
災
害
対
策
の
基
本

で
す
」
と
、
家
庭
で
の
備
え
を
力
説

し
て
い
ま
す
。

桜ヶ丘地区自治会長

百田
も も た

幸之助
こ う の す け

さん

災災災災
害害害害
対対対対
策策策策
でででで
　　　　

全全全全
国国国国
表表表表
彰彰彰彰

ラジ オ�

平
成
11
年
６
月
29
日
と
７
月
２
日
の
記
録
的
な
集
中
豪
雨
は
、
北

部
九
州
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
野
城
市
で
は
御
笠
川
の
堤
防
が
決
壊
、
福
岡
市
で
は
水
死
者
も

発
生
。
春
日
市
内
で
も
、
２
８
７
戸
に
床
上
・
床
下
の
浸
水
被
害
が

で
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
と
万
一
の
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
、
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で「
40
歳
、

45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
」
の
人
を

対
象
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
健
康
調
査

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
）
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
を
確

認
し
、
日
常
生
活
で
の
注
意
点
な
ど
を

助
言
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
日

ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
病
気
の

予
防
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
調
査
結
果
は
、
市
の
健
康
づ

く
り
事
業
の
統
計
資
料
と
し
て
も
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
者

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

４
月
か
ら
平
成
14
年
３
月
ま
で

の
間
に
、
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、

55
歳
、
60
歳
に
な
る
人

※

対
象
者
に
は
、
６
月
中
旬
に
案
内

の
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
す
。

調
査
方
法

１

７
月
上
旬
か
ら
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ド
ッ
ク
調
査
協
力
員
」
が
、
対
象
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
配
り
ま
す
。

２

１
〜
２
週
間
後
に
、
調
査
協
力
員

が
調
査
票
を
回
収
に
伺
い
ま
す
。

３

９
月
下
旬
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド

ッ
ク
結
果
票
を
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

平成12年度コンピュータドックの結果
昨年行ったコンピュータドックの健康調査結果がまとまり

ました。結果の一部を報告します。

u調査時期 平成12年７月

u対象者数 １，４６８人

u回答者数 ９３８人（回答率64・３％）

いきいきプラザを中心に健康教育や健康相談、各種健診などを実施しています。
保健婦や管理栄養士があなたの健康づくりのお手伝いをします。
健康づくりについてわからないこと、知りたいことなど、気軽にご相談ください。（健康課）

●健康診断の受診状況
健診をまったく受けていないという人が全体の38％にもなりま

す。反対に、毎年受診するという人は22％と低い割合でした。また、
歯科の定期健診を受けている人も、全体の13％とわずかで、健康診
断の受診に対する関心の低さがあらわれています。
病気の早期発見のためにも、年に１回は必ず健康診断を受けるよ

うにしましょう。

●食生活の規則性
44％の人が、食生活が不規則なようです。また、52％の人が

脂肪の取りすぎです。
間食や、動物性脂肪をとりすぎないよう注意しましょう。

食生活の規則性�

問題なし�
38%

やや問題あり�
18%

やや問題あり�
18%

問題あり�
44%

以前喫煙�
14%

●運動量
全体の約半数の人が、運動不足のよ

うです。
内訳をみると、育児や仕事で時間の

ゆとりがないと考えられる40代は、
約60％の人が運動不足のようです。
時間を上手に作って、運動を生活の

中に取り入れるようにしましょう。

●喫煙の実態
38％の人が喫煙の習慣がある

ようです。
男性についてみてみると、実に

60％の人がタバコを吸っていま
す。そのうち、一日31本以上吸
うというヘビースモーカーが
22％を占めています。
できるだけ節煙・禁煙に努力し

ていきましょう。

● こころの安定感
（ストレス状況）

半数以上の人が、何らかのスト
レスをかかえています。
日ごろ感じるストレスは、疲労

感が52.８％、焦燥感が29.９％、
不安感が10.３％でした。
生きがいや楽しみを見つけ、ス

トレスを上手に発散できるように
しましょう。

脂肪の摂取量�

やや問題あり�
18%

問題なし�
10%

やや問題�
あり�
38%

問題あり�
52%

以前喫煙�
14%

コンピューターによる健康調査�コンピューターによる健康調査�
節目の年の健康チェック�

コンピューターによる健康調査�

大変良い�
28%

良い�
21%

不足�
51%

やや問題あり�
18%

以前喫煙�
14%

健診受診状況�

毎年受診�
22%

時々受診�
36%

受診なし�
38%

無回答  4%

やや問題あり�
18%

以前喫煙�
14%

歯科健診受診状況�

毎年受診�
13%

受診なし�
81%

無回答  6%

やや問題あり�
18%

以前喫煙�
14%

やや問題あり�
18%

吸わない�
39%

以前喫煙�
14%
以前喫煙�
14%

吸う�
38%

無回答  6%

やや問題あり�
18%

以前喫煙�
14%

問題なし�
41%

やや問題あり�
33%

問題あり�
26%
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募
集
す
る
住
宅

上
白
水
、
欽
修
、
双

葉
、
大
和
、
若
草
の
各
市
営
住

宅

申
込
資
格(

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

▽
平
成
12
年
８
月
31
日
以
前
か
ら
春
日

市
内
に
居
住
し
、住
民
票
が
あ
る
人
。

ま
た
は
、市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
。

▽
同
居
し
て
い
る
親
族
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人
（
50
歳

以
上
で
あ
れ
ば
単
身
者
で
も
申
し
込

み
可
能
）

▽
平
成
12
年
中
の
平
均
月
収
が
、
20
万

円
以
下
の
人
（
高
齢
者
世
帯
、
障
害

者
世
帯
な
ど
は
26
万
７，

０
０
０
円

以
下
）

▽
市
内
に
、
家
賃
の
支
払
い
な
ど
に
つ

い
て
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
人

▽
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

７
月
２
日

�
〜
31
日
�

※

申
込
書
は
、
市
役
所
厚
生
課
、
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
で
配
布
し
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課
厚
生

担
当

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
研
究
や
審

議
を
行
う「
春
日
市
商
工
振
興
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

年
間
５
回
程
度
審
議
会
を
開
き
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

募
集
人
員

若
干
名

対
象

平
成
13
年
４
月
１
日
現
在
、
20

歳
以
上
の
市
民

※

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
を
除

き
ま
す
。

任
期

２
年

応
募
方
法

応
募
申
込
書
に
、「
私
が

考
え
る
商
店
街
の
活
性
化
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
た
作
文
を
添
え
て
提

出
す
る
（
郵
送
可
）

※

申
込
書
は
、
地
域
づ
く
り
課
、
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

応
募
期
限

６
月
29
日
�
（
必
着
）

選
考

提
出
書
類
を
審
査
し
て
決
定
す

る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
商
工
農
政
担
当
（
〒
816
―
８

５
０
１
春
日
市
役
所
）

t

田
中
つ
く
し

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

海（
カ
イ
）

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

や
な
せ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

龍
希
真

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

緒
方

オ

ガ

タ

雛ヒ
ナ

ペ
ン
ネ
ー
ム

募
　
集�

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

春
日
市
商
工
振
興
審
議
会

委
員
募
集

道
路
交
通
や
通
信
、
年
金
、
保
険

な
ど
、
国
が
行
う
業
務
に
対
し
て
要

望
や
、
苦
情
、
相
談
し
た
い
こ
と
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
相
談
し
た
く
て
も
、「
直
接
、

窓
口
で
は
言
い
に
く
い
」、「
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
、
役
に
立
つ
の
が
行

政
相
談
で
す
。

行
政
相
談

皆
さ
ん
の
苦
情
や
要
望
を
聞
い
て
、

公
正
・
中
立
な
立
場
で
、
関
係
す
る

役
所
に
改
善
を
申
し
入
れ
、
問
題
の

解
決
を
図
る
の
が
総
務
省
の
行
政
相

談
で
す
。

行
政
相
談
委
員

こ
の
行
政
相
談
の
も
っ
と
も
身
近

な
窓
口
と
な
る
の
が
行
政
相
談
委
員

で
す
。

市
内
に
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
２
人
の
行
政
相
談
委
員
が
配

置
さ
れ
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
も

ち
ろ
ん
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
中
嶋

な
か
し
ま

恵
子

け

い

こ

さ
ん
（
若
葉
台
東
）

�(

501)

１
０
３
５
（
5
兼
用
）

▽
仲
里
昇

な
か
さ
と
の
ぼ
る

さ
ん
（
若
葉
台
西
）

�(

591)

２
７
７
９
（
5
兼
用
）

相
　
談�

国
の
行
政
に
つ
い
て
困
っ
た
ら

行
政
相
談
員
に
相
談
を
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性
犯
罪
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
に
、
女
性
相
談
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、

手
助
け
の
必
要
な
こ
と
な
ど
、
何
で
も

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者
電
話
相
談

「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

相
談
日

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

相
談
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

連
絡
先

�
（
632
）
７
８
３
０

※

面
接
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
希

望
者
は
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
福
岡
県
警
察
本
部
）

労
務
改
善
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
社

会
保
険
労
務
士
）
が
、
職
場
の
活
性
化

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

職
場
の
人
事
・
労
務
管
理
の
改
善
や
、

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
態
や

労
働
時
間
短
縮
の
診
断
な
ど
に
つ
い
て
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
程

毎
月
第
３
水
曜
日

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

県
福
岡
労
働
福
祉
事
務
所
（
福

岡
市
中
央
区
赤
坂
１
―
８
―
８
）

※

個
別
訪
問
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
福
岡
労
働
福
祉
事

務
所

�
（
735
）
６
１
５
０

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
に
つ
い
て
、

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

７
月
18
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
研
修

室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

対
象

原
則
と
し
て
就
学
前
児
童
と
そ

の
保
護
者
　

相
談
内
容

▽
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
問
題

▽
子
ど
も
の
精
神
発
達
、
発
育
障
害
な

ど
に
関
す
る
問
題

▽
集
団
生
活
で
困
っ
て
い
る
問
題

▽
入
学
に
関
す
る
問
題
な
ど

申
込
方
法

７
月
６
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

学
校
教
育
担
当

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」
に
つ

い
て
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
27
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
つ
け
て
い

る
人
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
23
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
５
０

４
号
室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

講
師

石
井

い

し

い

美
紀
子

み

き

こ

さ
ん
（
福
岡
赤
十

字
病
院
ス
ト
マ
療
養
士
）

問
い
合
わ
せ
先

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

性
犯
罪
の
被
害
で
悩
ん
で
い
る
人

ご
相
談
く
だ
さ
い

会
福
岡
県
支
部
筑
紫
分
会

（
尾
針

お

ば

り

）

�
（
592
）
８
７
５
７

県
は
、
県
内
に
住
む
45
〜
64
歳
の
人

で
求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン

講
習
を
行
い
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
程

８
月
21
日
�
〜
９
月
７
日
�

（
土
・
日
・
月
曜
日
を
除
く
毎

日
　
計
12
日
間
）

時
間

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
３

―
１
―
７)

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選)

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
往
復
ハ
ガ
キ
に
は
り
、

７
月
17
日
�(

当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
送
る
（
返
信
表
面
に
自

分
の
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
お

く
）

※

申
込
書
は
市
厚
生
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

�
福
岡
県
高

齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
「
パ

ソ
コ
ン
講
習
」
係
（
〒
812
―
０

０
１
１
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前
２
―
９
―
28
福
岡
商
工
会
議

所
ビ
ル
９
階
）

�
（
432
）
６
８
０
０

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

健
康
教
室

高
齢
求
職
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
無
料
講
習
会

中
小
企
業
の
事
業
主
、
労
務
管

理
責
任
者
の
た
め
の
無
料
相
談

健
康
・
保
健�

「
心
と
体
の
発
達
」

巡
回
教
育
相
談

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

講
　
座�

先
方
へ
の
電
話
は
６
月
15
日
以
降

に
お
願
い
し
ま
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
七
五
三
用
着
物
、
帯
な
ど
一
式
▽

女
児
用
▽
４
〜
７
歳
▽
無
料
▽
羽
矢

は

や

�
（
575
）
３
９
４
０

●
卓
上
空
気
清
浄
機
（
東
芝
）
▽
高

さ
49
㎝
、
幅
45
㎝
、
奥
行
き
21
㎝
▽

21
畳
用
▽
新
品
▽
１
万
円
▽
相
川

あ
い
か
わ

�

（
581
）
８
０
２
２

●
本
▽
お
茶
、
お
花
、
日
本
詩
歌
な

ど
▽
各
１
０
０
〜
５
０
０
円
▽
吉
本

よ
し
も
と

�
（
501
）
３
０
１
７

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
女
児
用
自
転
車
▽
16
〜
20
イ
ン
チ

▽
無
料
か
格
安
で
▽
平
山

ひ
ら
や
ま

�
（
584
）

９
２
２
５

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
希
望
は
》

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名(

匿
名

は
不
可)

、
電
話
番
号
、
品
物
名(

色
、

サ
イ
ズ
、特
徴
な
ど
詳
し
く)

、有
料
・

無
料
の
別(

有
料
の
場
合
は
１
万
円

を
上
限
と
す
る
希
望
価
格)

な
ど
を

書
い
て
市
役
所
広
報
担
当
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。

営
利
目
的
で
の
利
用
は
遠
慮
く
だ

さ
い
。

な
お
、
品
物
の
引
き
取
り
方
法

や
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
直
接

当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
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県
内
（
福
岡
市
、
北
九
州
市
を
除
く
）

に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
視
覚
障
害
者
、

聴
覚
障
害
者
を
対
象
に
し
た
Ｉ
Ｔ

ア
イ
テ
ィ
ー

講
習

会
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
ワ
ー
プ
ロ

文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
、
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
講
習
会

日
程
（
い
ず
れ
も
計
３
回
）

①
７
月
７
日
�
、
14
日
�
、
21
日
�

②
７
月
８
日
�
、
15
日
�
、
22
日
�
　

※

９
月
、
11
月
、
平
成
14
年
２
月
に

も
開
講
予
定
で
す
。

時
間

正
午
〜
午
後
４
時

会
場

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
福
岡

シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ザ
（
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
３
―
26
―
29
）

受
講
料

無
料

定
員

各
５
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
点
字
図

書
館（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

�
（
584
）
３
５
９
０

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
講
習
会

日
程

７
月
７
日
�
・
14
日
�
・
21
日

�
、
28
日
�
、
８
月
11
日
�
・

18
日
�
（
計
６
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７)

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

１，

０
０
０
円
程
度
（
教
材

費
と
し
て
）

申
込
方
法

福
岡
県
聴
覚
障
害
者
協
会

（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
月
25
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

直
接
持
参
す
る

※

持
参
す
る
場
合
は
６
月
24
日
�
ま

で
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
聴
覚

障
害
者
協
会

�
（
582
）
２
４
１
４

5
（
582
）
２
４
１
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
興
味
が

あ
り
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
参
加
し
て

い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
参
加
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

春
日
市
が
行
う

３
級
課
程
研
修

日
程

８
月
20
日
〜
９
月
26
日
ま
で
の

う
ち
11
日
間

会
場

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
昇

町
１
―
１
２
０
）
ほ
か

受
講
料

４，

５
０
０
円
程
度

定
員

32
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

高
齢
障
害
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
、
志
望
動
機
を
２

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
作
文

を
添
え
て
６
月
27
日
�
ま
で
に

提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

高
齢
担
当

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う

１
級
課
程
・
２
級
課
程
研
修

▽
２
級
課
程

日
程

９
月
上
旬
〜
３
月
中
旬

受
講
料

６，

８
０
０
円

▽
１
級
課
程

２
級
課
程
修
了
後
、
１
年
以
上
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
し
た
人

が
対
象
で
す
。

日
程

８
月
上
旬
〜
３
月
中
旬

受
講
料

１
万
円

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）
ほ
か

定
員

各
80
人

申
込
方
法

市
高
齢
障
害
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

６
月
22
日
�
（
必
着
）
ま
で
に

提
出
す
る
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
高
齢
障
害

課
高
齢
担
当

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
広
報
紙
を
見
な

が
ら
、
具
体
的
な
広
報
紙
作
り
の
コ
ツ

な
ど
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

７
月
７
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

学
習
室
１
（
大
谷
６
―
24
）

講
師

市
企
画
情
報
課
広
報
担
当
職
員

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

氏
名
、
所
属
団
体
名
、
電
話
番

号
を
連
絡
す
る

※

実
際
に
作
成
し
た
広
報
紙
を
、
６

月
29
日
�
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�
（
575
）
４
１
２
１

5
（
593
）
７
３
８
０

t
安
武
紀
久
子
さ
ん

t

ア
イ
ジ
ャ
ー
く
ぼ
。

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

天
竺
ガ
ル
ー
ダ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t
原
田
孝
則
さ
ん

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめ
にはっきりと描いて、表に住所、氏
名（ふりがな）、電話番号を書いて
送ってください。ぺンネーム（ふり
がな）も可｡�
あて先　〒816-8501�
　　　　春日市役所広報担当�
　　　　「イラスト」係�
※　掲載された人には、図書券　
　(500円分)を進呈します。�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

受
講
者
募
集

視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害

者
の
た
め
の

情
報
通
信
技
術
講
習
会

第
２
回
広
報
紙
作
成
講
習
会



お
知
ら
せ

11

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

長
く
職
場
を
離
れ
て
い
て
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
と
し
た
講
習
会

で
す
。

講
習
内
容

▽
Ｐ
Ｏ
Ｐ

ポ

ッ

プ

（
店
頭
広
告
の

描
き
方
）、
▽
パ
ソ
コ
ン
（
ワ

ー
プ
ロ
検
定
３
級
受
験
対
策
）

日
程

８
月
17
日
�
〜
10
月
29
日
�
　
　

（
原
則
と
し
て
毎
週
月
・
金
曜

日
　
計
21
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

定
員

20
人
（
面
接
と
簡
単
な
試
験
で

選
考
）

受
講
料

無
料(

教
材
費
な
ど
は
実
費
）

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
女
性
セ
ン

タ
ー
（
大
野
城
市
曙
町
２
―
３
―
１
）

申
込
方
法

７
月
２
日
〜
６
日
に
電
話

で
申
し
込
む
（
そ
の
際
、
面
接

な
ど
の
日
時
が
指
定
さ
れ
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
野
城
ま
ど

か
ぴ
あ
女
性
セ
ン
タ
ー

�
（
586
）
４
０
３
０

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
、
イ

ギ
リ
ス
料
理
の
講
座
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
人
の
講
師
と
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
テ
ィ
―
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
文
化

に
つ
い
て
、
語
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
７
日
�
　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室
２
（
大
谷
６
―
24
）

講
師

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ホ
ー
ト
ン
さ

ん
（
北
九
州
大
学
英
語
講
師
）

参
加
費

▽
小
学
生
以
下
　
無
料

▽
中
学
生
以
上
　
会
員
３
０
０
円
、
非

会
員
５
０
０
円

申
込
方
法

６
月
25
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ

ガ
キ
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
連
絡
す
る
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

井
上

い
の
う
え

英
子

え

い

こ

（
〒
816
―
０
８
３
１
大
谷
８
―

１
２
８
）

�
（
572
）
１
３
８
３
（
5
兼
用
）

夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
参
加
者
が
楽
し
く

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
ゲ
ー
ム
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

日
程

７
月
３
日
�
〜
17
日
�
（
毎
週

火
曜
日
　
計
３
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
６
―
24
）

参
加
費

無
料(

材
料
費
は
自
己
負
担)

定
員

50
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

所
属
団
体
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�
（
575
）
４
１
２
１

5
（
593
）
７
３
８
０

※

こ
の
講
座
を
受
講
す
る
と
、
�
日

本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
指

導
者
資
格
検
定
の
た
め
の
単
位
の
一

部
が
取
得
で
き
ま
す
。

講
習
修
了
後
に
は
、「
小
型
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
資
格
」
が
取
得
で

き
ま
す
。
受
講
料
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

日
程

７
月
26
日
�
〜
27
日
�
（
受
講

料
助
成
を
希
望
す
る
場
合
は
７

月
28
日
�
ま
で
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

会
場

筑
紫
野
市
商
工
会
館
（
筑
紫
野

市
湯
町
３
―
２
―
５
）

受
講
資
格

玉
掛
技
能
資
格
を
取
得
し

て
い
る
人

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

▽
２
日
間
　
４
万
８
０
０
円

▽
３
日
間
　
５
万
２，

８
０
０
円

申
込
期
間

６
月
18
日
�
〜
７
月
19
日

�
（
受
講
料
助
成
を
申
請
す
る

場
合
は
、
７
月
６
日
�
ま
で
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

連
絡
す
る

※

助
成
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
校(

大
野
城
市

商
工
会
館
内)

�
（
581
）
３
５
５
７

5
（
581
）
３
５
５
８

い
つ
も
の
お
か
ず
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
ぐ
っ
と

よ
く
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
具
だ
く
さ
ん
の
卵
焼
き
を

紹
介
し
ま
す
。

材
料
（
４
人
分
）

卵
　
４
個

ニ
ン
ジ
ン
　
　
本

シ
イ
タ
ケ
　
３
枚

タ
ケ
ノ
コ
　
　
個

絹
サ
ヤ
　
10
枚

ミ
ツ
葉
　
８
つ

サ
ラ
ダ
油
　
大
さ
じ
３

（
調
味
料
）

だ
し
汁
　
　
カ
ッ
プ

薄
口
し
ょ
う
ゆ
　
小
さ
じ
１

酒
　
小
さ
じ
２

こ
し
ょ
う
　
少
々

作
り
方

①

ニ
ン
ジ
ン
、
シ
イ
タ
ケ
、
タ
ケ
ノ

コ
は
２
〜
３
㎝
長
さ
の
せ
ん
切
り
に

す
る
。
絹
サ
ヤ
は
斜
め
細
切
り
、
ミ

ツ
葉
は
２
〜
３
㎝
長
さ
に
切
る
。

②

ボ
ー
ル
に
卵
を
溶
き
ほ
ぐ
し
、
調

味
料
で
味
を
整
え
る
。

③

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

１
を
熱
し
て
①
を
炒
め
、
し
ん
な
り

し
た
ら
②
の
半
量
を
加
え
、
半
熟
に

な
る
ま
で
火
を
と
お
す
。

④

③
を
ボ
ー
ル
の
溶
き
卵
に
戻
し
て
、

よ
く
混
ぜ
る
。

⑤

卵
焼
き
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
２

を
熱
し
て
④
を
流
し
入
れ
、
ふ
た
を

し
て
弱
火
で
ゆ
っ
く
り
火
を
と
お
す
。

⑥

程
よ
く
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
、
ひ

っ
く
り
返
し
て
裏
面
を
焼
く
。

⑦
　
⑥
を
切
り
分
け
て
器
に
盛
る
。

一
人
分
熱
量

１
２
０
㌔
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
技
能
資
格
取
得
講
習
会

1
4

1
4

1
2

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
技
術
講
習
会

手
書
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
パ
ソ
コ
ン

世
界
の
料
理
講
座

イ
ギ
リ
ス
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

夏
の
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集
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日
時

６
月
24
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
開
場
　
午
後
１
時
）

会
場

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル
（
筑
紫
野
市

二
日
市
南
１
―
９
―
３
旧
中
央

公
民
館
）

講
師

島
田

し

ま

だ

洋
七

よ
う
し
ち

さ
ん
（
漫
才
師
）

定
員

３
０
０
人
（
先
着
順
）

※

入
場
は
無
料
で
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工
会

�
（
581
）
１
４
０
７

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
１
階
に
、
春

日
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡
室
（
春
日
市

体
育
協
会
事
務
局
）
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で

も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

月
・
火
曜
日
、
祭
日
、
12
月
28
日

〜
１
月
３
日
は
休
み
で
す
。

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
大
谷
６

―
28
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡

室
連
絡
先

�
（
574
）
９
１
３
１

5
（
585
）
１
６
３
４

既
婚
女
性
で
作
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
で
す
。
特
に
経
験
者
を
募
集

し
ま
す
。

練
習
日
・
時
間

▽
月
曜
日
　
午
前
９
時
〜
11
時

▽
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
28
）

問
い
合
わ
せ
先

嘉
村

か

む

ら

�
（
581
）
７
１
１
７

市
内
３
番
目
の
交
番
と
し
て
開
設
を

予
定
し
て
い
る
春
日
南
交
番
（
仮
称
）

の
用
地(

惣
利
６
丁
目)

の
地
中
か
ら
、

ゴ
ミ
の
燃
え
か
す
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

土
壌
と
水
質
に
つ
い
て
調
査
し
た
結

果
、
幸
い
に
も
環
境
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
し
た
。

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
交
番
が

開
設
さ
れ
る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
地
域
づ
く
り
課
）

�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
は
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象

最
大
出
力
が
10
kw
未
満
の
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
、
電
力
会
社
と
電
灯
契
約

を
結
ぶ
人

※

シ
ス
テ
ム
の
設
置
後
２
年
間
は
、

定
期
的
に
報
告
し
て
い
た
だ
く
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額

シ
ス
テ
ム
の
発
電
能
力
に

応
じ
て
、
１
kw
当
た
り
12
万
円

応
募
方
法

９
月
30
日
�
ま
で
に
、
申

込
書
を
郵
送
す
る

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
受
け
付
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

申
込
書
や
詳
し
い
資
料
は
、
郵
便

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
２
７
０
円
分

の
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角

２
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

�
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
導
入
促
進
本
部
太
陽

光
発
電
部
（
〒
102
―
８
５
５
５

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３

―
６
秀
和
紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ

ル
６
階
）

�
03
（
５
２
７
５
）
３
０
４
６

市
民
と
利
害
関
係
者
の
意
見
を
聴
く

た
め
、都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

今
回
縦
覧
す
る
都
市
計
画
案
は
、
福

岡
県
決
定
の
「
都
市
高
速
鉄
道
西
日
本

鉄
道
天
神
大
牟
田
線
」と
、こ
れ
に
関
連

し
て
見
直
す
道
路
に
関
す
る
も
の
で
す
。

案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

縦
覧
期
間
中
（
７
月
２
日
�
ま
で
）
に
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
縦
覧
内
容

①
福
岡
都
市
高
速
鉄
道
の
変
更(

県
決
定)

▽
西
日
本
鉄
道
天
神
大
牟
田
線
の
追
加

②
福
岡
都
市
計
画
道
路
の
変
更(

県
決
定)

▽
３
・
４
・
７
４
筒
井
小
倉
線
（
幅
員

の
見
直
し
、
構
造
の
変
更
、
車
線
数

の
明
示
）

▽
３
・
４
・
７
６
現
人
橋
乙
金
線
（
車

線
数
の
明
示
）

▽
３
・
３
・
１
０
３
春
日
公
園
前
線

（
車
線
数
の
明
示
）

▽
３
・
４
・
９
８
上
居
屋
敷
平
野
線

（
車
線
数
の
明
示
）

縦
覧
期
間

６
月
18
日
�
〜
７
月
２
日

�
（
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

▽
市
都
市
計
画
課(

市
役

所
３
階)

▽
県
都
市
計
画
課(

福

岡
市
博
多
区
東
公
園
７
―
７
）

問
い
合
わ
せ
先

市
都
市
計
画
課

12

お
知
ら
せ

環
　
境�

検
査
結
果
に
問
題
は
な
し

春
日
南
交
番
予
定
地
の
埋
設
ゴ
ミ

そ
の
他�

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

都
市
計
画
の
案

ス
ポ
ー
ツ�

で
き
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡
室

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
メ
ン
バ
ー
募
集

講
　
演�

筑
紫
地
区
商
工
会
女
性
部
合
同
講
演
会

「
人
生
泣
き
笑
い
講
座
」

補
助
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
が
、
こ
れ

ま
で
の
「
拘
束
名
簿
式
」
か
ら
「
非

拘
束
名
簿
式
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

有
権
者
は
、
候
補
者
名
ま
た
は
政

党
名
の
ど
ち
ら
か
を
記
載
し
て
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問

候
補
者
名
で
投
票
す
る
の
と
、

政
党
名
で
投
票
す
る
の
と
で
は
ど

ん
な
違
い
が
あ
る
の
？

答

候
補
者
名
を
記
載
し
た
票
も
、

政
党
名
を
記
載
し
た
票
も
、
ど
ち

ら
も
政
党
の
得
票
と
な
り
、
そ
の

得
票
数
の
合
計
に
応
じ
て
政
党
ご

と
の
当
選
人
の
数
が
決
ま
り
ま
す
。

非
拘
束
名
簿
式
は
、
候
補
者
の

当
選
順
位
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
各
政
党
の
候
補
者
の

当
選
順
位
は
、
候
補
者
名
を
記
載

し
た
得
票
数
の
多
い
順
に
決
ま
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
選
さ
せ
た

い
と
思
う
候
補
者
が
決
ま
っ
て
い

る
場
合
は
、
候
補
者
名
を
書
い
て

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

（
春
日
市
明
る
い
選
挙
啓
発
推
進
協

議
会
）

な
る
ほ
ど
選
挙

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
が

非
拘
束
名
簿
式
に
変
わ
り
ま
し
た
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県
は
、
統
計
・
経
済
に
関
す
る
資
料

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
県
民
に
提
供
す

る
た
め
、「
ふ
く
お
か
デ
ー
タ
ウ
ェ
ブ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
「
経
済
状
況
レ
ポ
ー
ト
」
や

「
統
計
年
鑑
」
な
ど
、
豊
富
な
統
計
資

料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.to
u
kei.p

ref.fu
ku

o
ka.jp

問
い
合
わ
せ
先

県
調
査
統
計
課

�
（
643
）
３
１
９
０

Ｅ
メ
ー
ル

ch
o
sa@
p
ref.fu

k

u
o
ka.jp

国
は
、
原
爆
死
没
者
を
追
悼
し
恒
久

の
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
長
崎
と
広

島
に「
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
」

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
両
祈
念
館
で
入
場
者
に
公
開
す

る
原
爆
死
没
者
の
氏
名
と
写
真(

遺
影)

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

遺
族
で
希
望
す
る
人
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※

公
開
を
希
望
し
な
い
人
で
も
登
録

の
み
を
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
長
崎
市
原
爆
被
爆
対
策
部
追
悼
平
和

祈
念
館
開
設
準
備
室

�
０
９
５
（
811
）
３
９
５
８

▽
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
追
悼
平
和

祈
念
館
準
備
室

�
０
８
２
（
543
）
６
２
７
１

防
水
性
繊
維
で
で
き
た
衣
料
品
な
ど

を
洗
濯
機
で
脱
水
し
て
い
る
と
、
突
然

ド
カ
ー
ン
と
大
き
な
音
が
し
て
洗
濯
機

が
壊
れ
た
り
、
倒
れ
た
り
す
る
と
い
う

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
脱
水
糟
の
内
側
に
防
水
繊

維
製
品
が
張
り
付
き
、
排
水
を
妨
げ
、

水
が
高
速
回
転
し
て
、
洗
濯
機
が
バ
ラ

ン
ス
を
く
ず
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

な
か
に
は
、
洗
濯
機
が
飛
び
跳
ね
て

体
に
あ
た
り
、
け
が
を
し
た
と
い
う
信

じ
ら
れ
な
い
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。

防
水
衣
料
な
ど
は
脱
水
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

防
水
性
繊
維
製
品
の
主
な
種
類

寝
袋
類
、
自
転
車
や
自
動
車
カ
バ
ー
、

釣
り
用
防
寒
具
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
雨
ガ

ッ
パ
、
防
水
布
シ
ー
ト
、
ウ
エ
ッ
ト
ス

ー
ツ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど

注
意

○
脱
水
す
る
前
に
、
繊
維
製
品
に
付
い

て
い
る
表
示
を
よ
く
確
認
す
る

○
今
ま
で
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
か
ら

と
、
そ
の
製
品
を
過
信
し
な
い

○
表
示
が
な
く
、
見
た
目
だ
け
で
は
防

水
性
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
い
と
き

は
脱
水
を
避
け
る

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

�
（
632
）
０
９
９
９

助
成
額

５，

０
０
０
円
を
限
度
（
１

世
帯
１
回
限
り
）

対
象

市
内
に
住
む
人
で
、
３
親
等
以

内
の
血
族
ま
た
は
姻
族
に
あ
た

る
満
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
た

め
に
レ
ン
タ
ル
す
る
人

申
込
期
限

平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で

※

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

難
聴
を
引
き
起
こ
す
病
気
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
１
つ
に
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
病
気
と
は
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
（
流
行
性
耳
下
腺
炎
）、

は
し
か
（
麻
疹
）、
風
疹
、
水
ぼ
う
そ

う
（
水
痘
）、
帯
状
ヘ
ル
ペ
ス
な
ど
、

意
外
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
中
耳
炎
や
鼓
膜

炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
原

因
で
難
聴
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
髄
膜
炎
や
内
耳
障
害
を
合
併

す
る
こ
と
に
よ
る
難
聴
が
あ
り
ま
す
。

後
者
は
な
か
な
か
治
り
に
く
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
よ
る
難

聴
は
、
ほ
と
ん
ど
が
一
側(

片
方
の
耳)

だ
け
で
す
が
、
か
な
り
強
い
難
聴
が
残

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
発
症
頻
度

は
１
万
５，

０
０
０
人
に
一
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
０
人
〜
５
０
０

人
に
一
人
ぐ
ら
い
と
の
報
告
も
あ
り
、

決
し
て
低
い
率
で
は
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

は
し
か
に
よ
る
難
聴
は
、
両
側
性

(

両
方
の
耳)

が
多
く
、
難
聴
の
程
度
は

軽
度
〜
高
度
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
左
右

の
耳
の
聞
こ
え
は
同
じ
程
度
で
は
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
発
症
率
は
０
・

１
％
（
１，

０
０
０
人
に
一
人
）
以
下

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

風
疹
は
、
母
親
が
妊
娠
中
に
感
染
し

た
場
合
に
、
胎
児
に
先
天
性
の
両
側
の

難
聴
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
軽

度
の
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
高
度
の

難
聴
に
な
る
こ
と
も
ま
れ
に
あ
り
ま

す
。帯

状
ヘ
ル
ペ
ス
に
よ
る
難
聴
は
、
一

側
性
が
多
く
、
難
聴
の
程
度
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
耳
の
疱
疹
、

め
ま
い
、
顔
面
神
経
麻
痺
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
ル
ペ
ス
の
ウ
イ
ル

ス
に
は
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
が
有
効
で
、
症

状
の
改
善
に
効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
般
的
に
は
ウ
イ
ル
ス
に

有
効
な
薬
が
な
か
な
か
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
予
防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
）
は

こ
う
い
う
難
聴
に
も
予
防
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Home�
Doctor
Home�
Doctor
Home�
Doctor

本
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
　

本
田

ほ

ん

だ

晴
久

は
る
ひ
さ

ウ
イ
ル
ス
と

難
聴

URL
ふ
く
お
か
デ
ー
タ
ウ
ェ
ブ
開
設

最
新
の
統
計
資
料
わ
か
り
や
す
く

防
水
衣
料
は
脱
水
し
な
い
で

洗
濯
機
が
倒
れ
て
危
険

助
成
し
ま
す

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
レ
ン
タ
ル
料

原
爆
死
没
者
の
氏
名
と
写
真
を
募
集

追
悼
平
和
祈
念
館
に
登
録

出
前
ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」

白
水
池
地
区
の
日
程
が
変
わ
り
ま

し
た

変
更
前
　
７
月
５
日
�

↓

変
更
後

７
月
６
日
�

※

時
間
（
午
後
７
時
〜
９
時
）
と

場
所
（
地
区
公
民
館
）
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。
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2001.  6. 15 市報かすが

薬
は
、
正
し
く
使
用
す
れ
ば
病
気
や

苦
痛
を
取
り
除
い
た
り
和
ら
げ
た
り
し

て
く
れ
ま
す
が
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
思

わ
ぬ
副
作
用
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
薬
を
の
む
時
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

１
　
薬
を
飲
む
時
間

薬
を
飲
む
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
薬
の
性
質
や
服
用
す
る
人
の
病

状
・
体
質
な
ど
に
違
い
が
あ
る
た
め
で

す
。
飲
む
時
間
は
き
ち
ん
と
守
り
ま
し

ょ
う
。

▽
食
前
　
食
事
の
約
30
分
前

▽
食
間
　
食
後
２
〜
３
時
間

▽
食
後
　
食
後
30
分
以
内

▽
食
直
前
・
直
後
　
食
事
の
す
ぐ
前
、

す
ぐ
後
。

２
　
飲
む
と
き
は
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
で

錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
を
水
な
し
で
飲
む

と
、
の
ど
や
食
道
に
く
っ
つ
い
て
炎
症

や
潰
瘍

か
い
よ
う

を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

横
に
な
っ
た
ま
ま
薬
を
飲
む
の
も
、

食
道
に
薬
を
長
時
間
と
ど
ま
ら
せ
る
こ

と
に
な
る
の
で
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
水
の
か
わ
り
に
、
お
茶
や
ジ

ュ
ー
ス
、
牛
乳
、
コ
ー
ヒ
ー
、
清
涼
飲

料
な
ど
と
一
緒
に
飲
む
の
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
は
、
タ
ン
ニ
ン
酸

や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
、
な
か
に
は
、
薬
の
成
分
と
反
応

し
て
薬
の
作
用
を
強
め
た
り
弱
め
た
り

す
る
も
の
、
中
毒
を
起
こ
す
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
薬

と
一
緒
に
飲
む
と
、
必
要
以
上
に
吸
収

さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

３
　
飲
み
忘
れ
た
場
合

飲
み
忘
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
次
の

服
用
時
間
に
２
回
分
飲
む
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

飲
み
忘
れ
に
気
づ
い
た
時
、
す
ぐ
飲
ん

だ
ほ
う
が
い
い
の
か
、
次
の
時
間
ま
で

あ
け
る
べ
き
か
は
、
病
気
や
症
状
、
薬

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
医
師

や
薬
剤
師
に
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

４
　
複
数
の
薬
を
飲
む
場
合

何
種
類
も
の
薬
を
一
緒
に
飲
む
と
、

相
互
作
用
に
よ
っ
て
副
作
用
が
強
く
現

わ
れ
た
り
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
作
用
を

起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
複
数
の
診
療

科
や
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
で
す
。

薬
を
服
用
し
て
い
る
時
に
、
ほ
か
の
科

を
受
診
す
る
場
合
は
、
服
用
中
で
あ
る

こ
と
を
医
師
に
申
し
出
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

５
　
服
薬
を
や
め
る
時
期

自
己
判
断
で
服
薬
を
や
め
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

「
薬
を
飲
む
と
調
子
が
悪
い
よ
う
な

気
が
す
る
」
と
い
う
理
由
で
服
薬
を
や

め
る
人
が
い
ま
す
が
、
治
癒
を
遅
ら
せ

た
り
、
病
状
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
て
危

険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
薬
が
合
わ
な

い
と
感
じ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

薬
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
い
で
治

療
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
薬
と
上

手
に
付
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
身
近
な
薬
局
を
持
っ
た

り
、
服
薬
の
記
録
を
つ
け
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

（
健
康
課
保
健
婦
　
浜
屋

は

ま

や

ふ
み
代よ

）

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
・
・
・
・�

平
成
13
年
度
の
介
護
保
険
料
の
普
通

徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者
（
口
座
振
替
の
人
を
除
く
）

に
は
、納
付
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▽
昨
年
10
月
か
ら
今
年
の
９
月
ま
で
は
、

保
険
料
の
半
額
を
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
が
、
10
月
か
ら
は
保
険
料
の
全

額
を
、
対
象
者
が
納
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

▽
５
月
中
に
死
亡
・
転
出
な
ど
で
春
日

市
の
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
人
で

も
、
４
月
分
の
保
険
料
は
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課
保
険
料

担
当

福
岡
労
働
局
は
、
賃
金
制
度
に
関
す

る
相
談
・
援
助
や
、
賃
金
に
関
す
る
資

料
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
相
談
（
要
申
し
込
み
）

職
務
給
、
業
績
給
の
導
入
な
ど
、
賃

金
制
度
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
の

相
談
員
が
改
善
に
向
け
て
助
言
し
ま
す
。

賃
金
問
題
研
究
会

福
岡
地
区
と
北
九
州
地
区
の
企
業
が

自
主
に
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、
賃
金

制
度
の
整
備
・
改
善
を
目
的
と
し
た
研

究
会
や
、
企
業
間
の
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
小
企
業
賃
金
制
度
支
援
事
業

賃
金
制
度
を
整
備
・
改
善
す
る
意
欲

の
あ
る
中
小
企
業
に
、
賃
金
制
度
診
断

や
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

�
（
411
）
４
５
７
８

母
子
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
、
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。

ボ
ー
リ
ン
グ
で
汗
を
流
し
、
親
子
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

６
月
17
日
�
　
午
前
９
時
30
分

〜
（
午
前
９
時
集
合
）

場
所

ザ
・
ス
ト
ラ
イ
ク
（
大
和
町
４

―
30
）

申
込
方
法

６
月
16
日
�
午
後
３
時
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
名
前
と
靴
の
サ
イ
ズ
を

連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
（
白
水
大
池
公
園

売
店
）

�
（
596
）
９
９
２
５
（
5
兼
用
）

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
陶
芸
窯

を
１
基
増
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
旧
館
の
裏
側
出
入
り
口
（
変
電

施
設
横
）
の
通
路
が
狭
く
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間

７
月
１
日
�
〜
９
月
30
日
�

※

こ
の
期
間
は
、
陶
芸
室
と
陶
芸
窯

の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

始
ま
り
ま
す
　
平
成
13
年
度

介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
―

陶
芸
窯
増
設
工
事

見
直
し
ま
せ
ん
か

賃
金
制
度

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す



そ
う
だ
ん
・
散
歩
道

15

仕
事
柄
、
正
し
い
日
本
語
の
使
い
方

を
心
掛
け
て
い
る
つ
も
り
。
わ
が
子
に

も
、
気
に
な
る
時
は
そ
の
都
度
注
意
す

る
が
、
ど
こ
吹
く
風
。
わ
け
の
わ
か
ら

ぬ
流
行
語
や
新
語
を
乱
発
し
て
い
る
▼

さ
き
ご
ろ
、
あ
る
新
聞
社
が
行
っ
た

「
乱
れ
た
日
本
語
」
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
、
回
答
者
が
最
も
気
に
な
る
乱
れ
と

し
て
挙
げ
た
の
が
、
や
は
り
「
流
行
語

や
新
造
語
の
氾
濫

は
ん
ら
ん

」。
次
に
「
敬
語
の

乱
れ
」。
三
番
目
が
「
カ
タ
カ
ナ
語
の

乱
用
」
だ
っ
た
▼
敬
語
は
社
会
に
出
れ

ば
自
ず
と
身
に
つ
き
、
流
行
語
な
ど
も

自
然
淘
汰

と

う

た

さ
れ
る
か
ら
い
い
。
だ
が
、

新
造
カ
タ
カ
ナ
語
だ
け
は
頭
が
痛
い
。

出
所
が
お
役
所
だ
っ
た
り
、
学
究
的
専

門
分
野
か
ら
だ
っ
た
り
で
、
市
報
の
記

事
で
扱
う
機
会
も
少
な
く
な
い
か
ら
だ

▼
ど
ん
な
カ
タ
カ
ナ
語
も
一
度
マ
ス
コ

ミ
で
定
着
す
る
と
、
日
本
語
へ
の
無
理

な
書
き
換
え
は
か
え
っ
て
意
味
が
伝
わ

ら
な
い
。
そ
の
ま
ま
市
報
に
使
う
べ
き

か
、
使
わ
ざ
る
べ
き
か
。
そ
れ
が
悩
み

の
種
だ
▼
そ
ん
な
悩
み
を
よ
そ
に
、
テ

レ
ビ
で
は
、
今
日
も
新
外
相
の
口
か
ら

耳
慣
れ
な
い
言
葉
（
英
語
？
）
が
ポ
ン

ポ
ン
飛
び
出
す
。
こ
れ
ら
が
カ
タ
カ
ナ

語
と
し
て
定
着
し
な
い
よ
う
祈
り
な
が

ら
、今
日
も
原
稿
を
前
に
葛
藤

か
っ
と
う

は
続
く
。

（
後
）

苦
悩
す
る
日
々

家庭児童相談
u毎週月～金曜日u8時30分～17時
u市役所こども未来課家庭児童相談
室u�(584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
u毎週月･水･金曜日u8時30分～17
時uヤングテレホン�(584)1140

子ども・家庭電話相談
u年末年始を除く毎日u9時～17時
30分u県看護等研究研修センターu
�(733)8400

子どもの人権１１０番（電話相談）
u毎週土曜日u12時30分～3時30分
u天神弁護士センターu�(752)
1331

特設人権相談(月1回)
u7月3日(火)･8月7日(火)u10～15時
u市役所2階市民相談室u�(584)
1111

人権相談
u月～金曜日u8時30分～17時u福
岡法務局筑紫支局u�(922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
u月～木曜日u10～17時uちくし女
性ホットラインu�（513）7335

女性のための総合相談
u月曜日を除く毎日u受付9時30分～
15時30分uあすばる相談室（県クロ
ーバープラザ内）u�(584)1266

性犯罪などの電話相談
u月～金曜日u8時30分～17時15分
u福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
�(632)7830

シルバー110番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�(584)3344

痴ほう相談
u6月15日(金)･7月19日(木)u13時
30分～18時30分uかすがの郷在宅介
護支援センターu�(595)8188

福岡県障害者１１０番
u月曜日を除く毎日u9～16時▽県ク
ローバープラザ内u�（584）0039
5(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
u月～金曜日9～18時・土曜日9～13
時u福岡いのちの電話u5 (721)
4343

春日市消費生活相談
u毎週月・木曜日u10～15時u市役
所２階市民相談室u�(584)1111

福岡県消費生活相談
u月～金曜日u9～17時u消費生活セ
ンターu�(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
u毎週月～金曜日u18～20時u福岡
県司法書士会u�(722)4131

心配ごと相談
u毎週水曜日u10～15時u春日市社
会福祉センター4階u�(581)7225

不安・悩み電話相談
u24時間いつでも可u福岡いのちの
電話u�(741)4343

不動産相談
u毎月第1・3木曜日u13～16時u県
民相談室(県庁内)u電話予約が必要u
�(651)1234

住宅相談
u月～金曜日u10～17時u住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）
u�(725)0876

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

子どもに関する相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

市無料法律相談(月１回)
u6月20日(水)･7月18日(水)u受付８
時50分u定員15人(9時に抽選を行い
ます)u市役所2階市民相談室u�
(584)1111

商工会無料法律相談
u7月4日(水)・8月1日(水)u受付13
～15時u先着6人u春日市商工会�
(581)1407

県無料法律相談
u毎週金曜日u13～16時u電話予約
が必要(先着6人)u県民相談室(県庁
内)u�(651)1234

有料法律相談
u月～金曜日10～19時u土･日･祝日
10～13時u1人30分程度で料金は
5,250円u電話予約が必要u天神弁護
士センターu�(741)3208

県交通事故相談
u月～金曜日u9～17時u県交通事故
相談所(県庁内)u�(622)0403

県巡回交通事故相談
u毎月第2火曜日u受付10～15時u
市役所２階市民相談室u�（584）
1111

交通事故被害者電話相談
u月～金曜日u9時30分～16時（12
時30分～13時は休み）u交通事故被
害者サポートセンター�(741)2270

犯罪被害者の電話相談
u毎週火曜日u16～19時u天神弁護
士センターu�(738)8363

法律相談

交通事故相談

犯罪被害の相談



発行／春日市役所
編集／春日市役所企画情報課広報担当
印刷／（資）四ヶ所印刷
〒816-8501 福岡県春日市原町3丁目１番地5 
1092（584）1111
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

●市の人口　１０６,４１９人�
　男５２,５２１人　女５３,８９８人�
●世帯数　　４０,８７０世帯�（５月１５日現在）�

URL

△雪辱を果たし、大喜びの大谷チーム△左右を確かめ、安全運転するぞー

参加資格が40歳以上の｢春日市壮年ソフトボ
ール大会｣が、５月13日と20日の両日、市民スポ

ーツセンターなどで行われました。
地区対抗のこの大会には、今回、最高70歳の人も含む幅広い
年齢層のチームなど、各地区から１チームづつ、計26チームが
出場。
どのチームも、打撃、守備ともに現役さながらの俊敏な動き
で熱戦を展開しました。
その結果、昨年優勝した下白水南地区と準優勝の大谷地区が
再び決勝戦で対決。大谷地区が７対５で下白水南を下し、雪辱
を果たしました。

５月19日、男女共同参画社会の実現を目指そうと、春日市
役所大会議室で、公開討論会｢議員と語る21世紀｣が行なわれ
ました。
市民約１００人が参加するなか、司会者に石橋

いしばし

美恵子
み え こ

さん
（市男女共同参画審議会会長）、パネリスト（討論者）に、古賀

こ が

恭子
きょうこ

さん、長能
な が の

文代
ふ み よ

さん、舩越
ふなこし

妙子
た え こ

さん、岩切
いわきり

幹嘉
みきよし

さん、藤井
ふ じ い

俊雄
と し お

さんの５人の市議会議員を迎え、活発に討論が行われまし
た。
冒頭、井上市長は、男女共同参画社会の推進の重要性を訴え、

市役所内でも女性の管理職を増
やしていきたいとあいさつ。
議員からは、雇用機会均等法

などの法律は整いつつあるが、
社会や家庭の中には、まだまだ
男女差別がたくさんあるので、
改善していく努力が必要、とい
う発言や、少子化問題に関連し
て、男女共に労働条件の改善の

必要性や、母性の保護、保育体制の充実などを訴える発言
がありました。
また、今年から、市民すべての小中学校の入学式で男女
混合名簿が導入されたことにふれ、子どもの時からの教育
も大切との意見も出されました。
最後には、市民から質問もあり、活発な意見交換が行わ
れました。
男女混合名簿
従来からある男女別に作られた名簿にかわり、男女の区
別なく、アイウエオ順などに並べた名簿。子どものときか
ら、男が前、女が後という意識を植え付けない配慮からの
取り組み。

正しい自転車の乗り方を身につけてもらおう
と、５月16日、須玖小学校の４年生を対象に、
交通安全教室(自転車教室)が開かれました。
交通安全協会会員の指導のもと、子どもたちは、ま

ず、ビデオで自転車の正しい乗り方を学習。その後、
実際に自転車に乗って、運動場に作られたコースをま
わりました。
須玖小学校では、この教室を終えた日から自転車に

乗っての外出が許されるとあって、どの子も真剣。｢横
断歩道を渡るときは一度止まって｣｢左右をよく見て｣な
ど、指導に従って熱心に取り組んでいました。

広報レポーター　福山
ふくやま

正美
ま さ み
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△市民からの質問も
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